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第２回県民モニターアンケート「福祉のまちづくりの推進について」の調査結果 
 

第２回県民モニターアンケート調査の調査結果をとりまとめました。アンケート結果は、「福
祉のまちづくり基本方針」の改定の基礎資料として活用します。 

 
 
１ 調査概要 

(1) 調査テーマ：福祉のまちづくりの推進に 

ついて 

(2) 調査対象者：県民モニター2,232 人 

(3) 調査期間：令和 7年 7月 18 日（金） 

      ～7 月 28 日（月）[11 日間] 

(4) 調査方法：web 上のアンケートフォーム 

     に入力 

(5) 回答者数：1,621 人（回答率 72.6％） 
 
 
２ 調査結果の概要 
 

項目 アンケート結果 

バリアフリーな

どの言葉の認知

度 

Q1 あなたは、(1)

～(4)の項目につ

いて、言葉や考え

方を知っていま

すか。 

（1つ選択） 

『バリアフリー』『ユニバーサルデザイン』『心のバリアフリー』では「言葉も考え

方も知っている」が最も多くなっている。 

『障害の社会モデル』では「全く知らない」が最も多くなっている。 

作成部局課室名 総務部広報広聴課 

 

 対象者 回答者 回答率 

総  数 2,232 1,621 72.6% 

性
別 

男 性 983 735 74.8% 

女 性 1,242 881 70.9% 

不 明 7 5 71.4% 

年
代
別 

10～20 代 76 41 53.9% 

30 代 168 98 58.3% 

40 代 346 217 62.7% 

50 代 532 386 72.6% 

60 代 527 429 81.4% 

70 代以上 583 450 77.2% 

(%)
言
葉
も
考
え
方

も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は

あ
る
が
、

考
え

方
は
知
ら
な
い

全
く
知
ら
な
い

(1) バリアフリー 92.8% 7.0% 0.2%

(2) ユニバーサルデザイン 76.2% 21.2% 2.6%

(3) 心のバリアフリー 49.4% 35.2% 15.4%

(4) 障害の社会モデル 21.2% 38.5% 40.3%
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項目 アンケート結果 

(1) バリアフリ

ー：日常生活や社

会生活における

物理的、心理的な

障害や、情報に関

わる障壁などを

取り除いていく

ことです。 

 

 

(2)ユニバーサル

デザイン：障害の

有無、年齢、性別、

国籍などにかか

わらず、多様な人

が利用しやすい

よう、あらかじめ

都市や生活環境

をデザインする

考え方です。 

 

 ユニバーサル

デザイン 

バリアフリー 

言葉も考え方も

知っている
92.8%

聞いたことは

あるが、考え

方は知らない
7.0%

全く知らない
0.2%

言葉も考え方も

知っている
76.2%

聞いたことは

あるが、考え

方は知らない
21.2%

全く知らない 2.6%



- 3 - 

 

項目 アンケート結果 

（3）心のバリア

フリー：様々な心

身の特性や考え

方を持つすべて

の人々が、相互に

理解するととも

に、理解を深めよ

うとコミュニケ

ーションを取り

支え合うことで

す。 

 

  

（4）障害の社会

モデル：「障害」

は個人の心身機

能の障害と社会

的障壁の相互作

用によって作り

出されているも

のであり、社会的

障壁を取り除き、

障害のある人の

主体的な完全参

加を目指すこと

は社会全体の責

務である、とする

考え方です。 

 

 

心のバリアフリー 

障害の社会モデル 

言葉も考え方

も知っている
49.4%

聞いたことは

あるが、考え

方は知らない
35.2%

全く知らない
15.4%

言葉も考え方

も知っている
21.2%

聞いたことは

あるが、考え

方は知らな

い 38.5%

全く知らない
40.3%
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項目 アンケート結果 

障害のある人等

を見かけたとき

の対応 

Q2 まちや駅など

で、障害のある人

等（障害のある

人、高齢者、妊婦、

乳幼児連れの方

など）を見かけた

とき、どのような

対応をしたこと

がある、又はしよ

うと心がけてい

ますか。 

（1つ選択） 

障害のある人等に『声をかけ、手助けを行う』（「困っている可能性がある障害のあ

る人等に声をかけ、その方が必要としている手助けを行う」＋「明らかに困っている

障害のある人等に声をかけ、手助けを行う」）と答えた人が 73.3%と大半を占めている。

一方、『手助けを行うことはないと思う』と答えた人は 1.4%であった。 

障害のある人等

に手助けを行わ

ない理由 

Q3 その理由は何

ですか。 

（3つまで選択可） 

※[Q2]で「手助け

を行うことは

ないと思う」と

回答した人 

22 人（1.4%）に

質問 

｢障害のある人等への対応方法がわからないため（31.8%）｣、｢トラブルに巻き込ま

れる可能性があるため（31.8%）｣が多く、次いで「声をかけることがかえって迷惑に

なる可能性があるため（27.3%）」が続いている。 

31.8%

31.8%

27.3%

22.7%

13.6%

9.1%

4.5%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40%

障害のある人等への

対応方法がわからないため

トラブルに巻き込まれる可能性があるため

声をかけることがかえって

迷惑になる可能性があるため

体力等に不安があるため

他の人が対応してくれると思うため

忙しいため

恥ずかしいため

その他

困っている可能性があ

る障害のある人等に声

をかけ、その方が必要

としている手助けを行う
22.8%

明らかに困っている障

害のある人等に声をか

け、手助けを行う 50.5%

相手から手助けを

求められた場合に

手助けを行う
25.3%

手助けを行うこ

とはないと思う
1.4%

73.3%
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項目 アンケート結果 

バリアフリート

イレの利用実態 

Q4 バリアフリー

トイレ（多目的ト

イレ、車椅子使用

者用トイレとも

呼ばれる）につい

て 

Q4-①バリアフリ

ートイレを利用

したことがあり

ますか。 

（1つ選択） 

 バリアフリートイレを利用したことが「ある」と答えた人が 65.4%と大半を占めて

いる。一方、「ない」と答えた人は 34.6%であった。 

Q4-②なぜ利用し

たかを教えてく

ださい。 

（3つまで選択可） 

※[Q4-①]で「あ

る」と回答した

人 

1,060 人（65.4%）

に質問 

｢一般のトイレが空いていなかったため（51.3%）｣が最も多く、次いで｢誰でも使っ

てよいトイレとして整備されているため（47.8%）｣、「広い空間が必要な状況であっ

たため（ベビーカーや大きな荷物を持っていたなど）（29.5%）」が続いている。 

 

ある
65.4%

ない
34.6%

51.3%

47.8%

29.5%

17.4%

8.9%

1.5%

0.1%

7.7%

0% 20% 40% 60%

一般のトイレが空いていなかったため

誰でも使ってよいトイレとして整備されているため

広い空間が必要な状況であったため

（ベビーカーや大きな荷物を持っていたなど）

バリアフリートイレにしか設置されていない

設備を利用する必要があったため

（おむつ交換台、オストメイト設備、介護用ベッド等を利用するなど）

異性である他者と利用する必要があったため

（母が男の子を連れていた、夫が妻を介護するなど）

自身が車椅子使用者であるため

男女別のトイレの利用に抵抗があったため

その他
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項目 アンケート結果 

Q4-③バリアフリ

ートイレを利用

する頻度を教え

てください。 

（1つ選択） 

※[Q4-①]で「あ

る」と回答した

人 

1,060 人（65.4%）

に質問 

②で選択した状況がある場合は、『使う』（「いつも使う」＋「時々使う」）と答えた

人が 99.6%であった一方、「②で選択した状況の有無にかかわらず、いつも使う」と答

えた人は 0.4%であった。 

Q4-④バリアフリ

ートイレの利用

にためらいは感

じますか。 

（1つ選択） 

※[Q4-②]で「自

身が車椅子使

用者であるた

め」以外を選択

した人 

1,044 人に質問 

バリアフリートイレの利用にためらいを「感じる」と答えた人が 52.3%と半数を超

えている。一方、「感じない」と答えた人は 47.7%であった。 

②で選択した状

況がある場合

は、いつも使う
16.7%

②で選択した状況

がある場合は、

時々使う
82.9%

②で選択した状況

の有無にかかわら

ず、いつも使う
0.4%

99.6%

感じる
52.3%

感じない
47.7%
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項目 アンケート結果 

車椅子使用者利

用駐車施設の利

用実態 

Q5 車椅子使用者

利用駐車施設（い

わゆる車椅子用

駐車場。幅広で車

椅子マークが表

示された駐車区

画）について 

Q5-①利用したこ

とがありますか。 

（1つ選択） 

車椅子使用者利用駐車施設（いわゆる車椅子用駐車場。幅広で車椅子マークが表示

された駐車区画）を利用したことが「ある」と答えた人が 17.0%であった一方、「ない」

と答えた人は 83.0%と大半を占めている。 

Q5-②なぜ利用し

たかを教えてく

ださい。 

（3つまで選択可） 

※[Q5-①]で「あ

る」と回答した

人 

275 人（17.0%）に

質問 

｢自身や同乗者の中に車椅子使用者がいたため（51.6%）｣が最も多く、次いで｢高齢

者や子供が同乗していたため（29.1%）｣、「出入口付近への駐車が必要な身体的な状

況が生じていたため（例：妊娠のため、長距離の歩行が困難など）（25.8%）」が続い

ている。 

ある
17.0%

ない
83.0%

51.6%

29.1%

25.8%

18.9%

12.0%

4.4%

0.4%

0.4%

5.8%

0% 20% 40% 60%

自身や同乗者の中に車椅子使用者がいたため

高齢者や子供が同乗していたため

出入口付近への駐車が必要な身体的な状況が生じていたため

（例：妊娠のため、長距離の歩行が困難など）

乗降に広い空間が必要となる身体的な状況で生じていたため

（例：骨折し松葉杖を使用していた等）

車椅子使用者利用駐車施設以外の区画に空きがなかったため

緊急の用件があったため（例：急病人を病院に送迎するなど）

一般の区画の幅が狭いため

屋根がある、出入口付近であるなど、便利であるため

その他
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項目 アンケート結果 

Q5-③車椅子使用

者利用駐車施設

を利用する頻度

を教えてくださ

い。 

（1つ選択） 

※[Q5-①]で「あ

る」と回答した

人 

275 人（17.0%）

に質問 

②で選択した状況がある場合は、『使う』（「いつも使う」＋「時々使う」）と答えた

人が 99.6%であった一方、「②で選択した状況の有無にかかわらず、いつも使う」と答

えた人は 0.4%であった。 

Q5-④車椅子使用

者利用駐車施設

の利用にためら

いは感じますか。 

（1つ選択） 

※[Q5-②]で「自

身や同乗者の

中に車椅子使

用者がいたた

め」以外を選択

した人 

133 人に質問 

車椅子使用者利用駐車施設の利用にためらいを「感じる」と答えた人が 72.9%と大

半を占めている。一方、「感じない」と答えた人は 27.1%であった。 

②で選択した状

況がある場合

は、いつも使う
33.4%

②で選択し

た状況があ

る場合は、

時々使う
66.2%

②で選択した状況

の有無にかかわら

ず、いつも使う
0.4%

99.6%

感じる
72.9%

感じない
27.1%
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項目 アンケート結果 

車椅子使用者利

用駐車施設の不

適正利用の防止

に向けた取組 

Q6 車椅子使用者

利用駐車施設の

不適正利用を防

ぐために、どの程

度の取組が最も

効果的かつ現実

的だと思います

か。 

（1つ選択） 

＊「不適正利用」

とは、車椅子使用

者利用駐車施設に

駐車する理由がな

いにもかかわら

ず、これを利用す

ることをいいま

す。 

車椅子使用者利用駐車施設の不適正利用の防止対策として「車椅子用駐車区画への

利用対象者の明示」と答えた人が最も多く、27.5%であった。 

タクシーの利用

頻度 

Q7 普段タクシー

をどの程度使い

ますか。 

（1つ選択） 

タクシーを利用する頻度について「年に１回未満」と答えた人が最も多く、60.3%

と大半を占めている。 

ポスターの掲示など、

不適正利用の防止の

ための普及啓発活動
13.9%

車椅子用駐車

区画への利用

対象者の明示
27.5%

施設管理者や警備員

による見回り 12.5%

俗にいう警告書など

を車両の窓に貼付
11.4%

不適正利用に対

し、駐車料金に加

えて特別料金（数

千円程度）を徴収
17.3%

駐車区画にゲート

(遮断棒)等を設け、

対象者のみがゲー

トを開放して駐車で

きるなど、物理的に

不適正利用ができ

ない仕組の導入
17.4%

週に１回程度
2.2%

月に１回程度
7.6%

年に数

回程度
29.9%

年に１回未満
60.3%
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項目 アンケート結果 

ユニバーサルデ

ザインタクシー

の認知度 

Q8 ユニバーサル

デザインタクシ

ーを知っていま

したか。 

（1つ選択） 

＊「ユニバーサル

デザインタクシ

ー」とは、車椅子

使用者に限らず、

足腰の弱い高齢

者、ベビーカー利

用の親子連れ、妊

娠中の方など、み

んなが使いやすい

新しいタクシーで

す。街中で呼び止

めても良し、予約

しても良しの「誰

もが普通に使え

る」一般のタクシ

ーであり、運賃も

一般のタクシーと

同一料金です。 

 

「どのようなタクシーかは知らなかったが、写真のようなタクシーをまちで見たこ

とがある」と答えた人が最も多く、42.0%であった。 

年代別では 10・20 代と 30 代は「見たことがない」と答えた人が最も多く、40 代以

上では「どのようなタクシーかは知らなかったが、写真のようなタクシーをまちで見

たことがある」と答えた人が最も多かった。 

知っていた
30.4%

どのようなタクシーかは

知らなかったが、写真

のようなタクシーをまち

で見たことがある
42.0%

見たこと

がない
27.6%

24.4%

17.3%

29.5%

30.3%

33.1%

31.4%

33.0%

26.8%

38.8%

42.9%

43.3%

41.3%

44.8%

37.1%

48.8%

43.9%

27.6%

26.4%

25.6%

23.8%

29.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10･20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代～

年代別 

全 体 
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項目 アンケート結果 

ユニバーサルデ

ザインタクシー

を利用したい機

会 

Q9 ユニバーサル

デザインタクシ

ーをどのような

場合に利用した

いですか（利用し

たことがある場

合を含みます）。 

（2つ選択） 

 ｢高齢、妊娠、怪我、障害など、身体機能に移動上の制限がある者が乗車するとき

（71.3%）｣が最も多く、次いで｢車椅子使用者が乗車するとき（37.5%）｣、「子ども連

れ、大きな荷物があるなど、身体機能以外の理由で移動上の制限がある者が乗車する

とき（31.0%）」が続いている。 

今後のユニバー

サルデザインタ

クシーの普及 

Q10 現在、本県の

ユニバーサルタ

クシーの普及率

は約 13％（R5年

度末）ですが、

今後の普及につ

いてどう思いま

すか。 

（1 つ選択） 

本県における今後のユニバーサルデザインタクシーの普及率について「従来のタク

シーと半々くらいになればよい」と答えた人が 51.6%と半数を超えた。 

※ 報告書中の数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。 

【 問い合わせ先 】総務部広報広聴課 (TEL078-362-3022)  

71.3%

37.5%

31.0%

13.1%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

高齢、妊娠、怪我、障害など、身体機能に移動上の

制限がある者が乗車するとき

車椅子使用者が乗車するとき

子ども連れ、大きな荷物があるなど、身体機能以外

の理由で移動上の制限がある者が乗車するとき

特に理由がなくても積極的に利用したい

その他

全てのタクシーが

ユニバーサルデ

ザインタクシーに

なればよい
35.3%

従来のタクシーと半々

くらいになればよい
51.6%

今くらいの台数

の割合でよい
12.7%

ユニバーサルデザイン

タクシーは必要ない
0.4%


